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地域ケア会議等推進事業 実施要領 

 

 

１ 目  的 

本県の地域包括ケアの実現に向けて、各市町村における地域包括ケアシステムの

構築を目指した地域ケア会議等の推進に資するため、地域包括ケア推進研究会を開

催するとともに実施支援を希望する市町村等に有識者等を派遣する。 

 

２ 実施主体   

山梨県 

 

３ 事業内容 

１）地域包括ケア推進研究会の開催（年3回程度） 

<内 容> 

① 地域ケア会議等推進における課題整理や対応策の検討 
② 「地域ケア会議等推進のための手引き」におけるモデル図等検証 
③ 県内外の先進事例の収集や検討 
④ その他、目的に資すること 

<研究会メンバー構成>  

① 市町村又は地域包括支援センター職員 
② 社会福祉協議会関係職員 
③ 地域で地域ケア会議に関わる専門職 
④ 地域福祉等に関する有識者 
⑤ 県関係職員 

 

２）地域ケア会議等推進のためのアドバイザー等の派遣 

<内 容> 各市町村等における「地域ケア会議」等の実践的な推進を図るため、実

施支援を希望する市町村等に有識者等を派遣し、具体的な課題解決に向け

た支援を継続的に行う。 

<派遣先>  市町村又は地域包括支援センター（4圏域の4市町村等に各6回程度） 

<派遣者> 地域福祉等に関する有識者（地域包括ケア推進研究会の有識者等）            

 

４ そ の 他 

・本事業には、必要に応じて、地域ケア会議等に関する先駆者等の参加を求めるこ 

ととする。 

・本事業の実施内容については、県内市町村等に適時、事業説明や事業成果等、情 

報提供を行うものとする。 
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 平成25年度地域ケア会議等推進研修会の実施状況 

 

圏域 日時・会場 時間 内容 

中北 平成 25年 8月 9日（金） 
9：30～12：00 

 
中北保健福祉事務所 
２階大会議室       

（甲府市太田町 9－1） 

9：30～ 
 
 
 
9：40～ 
 
 
10：20～ 
 
 
11：00～ 
11：10～ 

開会 司会 中北保健福祉事務所長寿介護課 橋爪亜紀子 
・挨拶 中北保健福祉事務所長寿介護課 課長 淡路克哉 
    長寿社会課 課長 山本日出男  
 
研修総括コーディネーター：山梨学院大学 竹端寛 氏 
・講義「地域包括ケアシステムと地域ケア会議の推進」 
  講師：山梨県立大学 望月宗一郎 氏 
・取り組み事例報告 

韮崎市地域包括支援センター 小名木まなみ 氏 
 中央市地域包括支援センター 名取ゆりか 氏 

・休憩 
・グループ討議 
 
閉会 
 
＊研修参加者 30名 
 

峡東 
 
平成 25年 8月 9日（金） 
  14：00～16：30 

 
峡東保健福祉事務所 
東山梨合同庁舎 101 会議
室           

（山梨市下井尻 126－1） 

14：00～ 
 
 
 
14：10～ 
 
 
14：50～ 
 
 
15：30～ 
15：40～ 

開会 峡東保健福祉事務所長寿介護課 課長 坂村裕輔 
・挨拶 峡東保健福祉事務所 所長 前嶋修 
    長寿社会課 課長 山本日出男 
 
研修総括コーディネーター：山梨県立大学 伊藤健次 氏 
・講義「地域包括ケアシステムと地域ケア会議の推進」 
  講師：山梨学院大学 竹端寛 
・取り組み事例報告 

昭和町地域包括支援センター 田中恵子 氏 
南アルプス市社会福祉協議会 中澤まゆみ 氏 

・休憩 
・グループ討議 
 
閉会 
 
＊研修参加者 26名 
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峡南 平成 25年 8月 26日（月） 
  13：30～16：00 

 
峡南保健福祉事務所 
南巨摩合同庁舎３階大会

議室 
（富士川町鰍沢 771－2） 

13：30～ 
 
 
 
13：40～ 
 
 
14：20～ 
 
 
15：00～ 
15：10～ 

開会 峡南保健福祉事務所長寿介護課 小坪真由美 
・挨拶 峡南保健福祉事務所長寿介護課 課長 深沢公一 
    長寿社会課 介護保険指導監 守屋まさ子 
 
研修総括コーディネーター：山梨学院大学 竹端寛 氏 
・講義「地域包括ケアシステムと地域ケア会議の推進」 
  講師：山梨県立大学 望月宗一郎 氏 
・取り組み事例報告 

南部町福祉保健課介護保険担係 佐野竜也 氏 
都留市地域包括支援センター 天野奥津江 氏 

・休憩 
・グループ討議 
 
閉会 
 
＊研修参加者 35名 
 

富士 
東部 

平成 25年 8月 19日（月） 
13：00～15：00 

 
大月市総合福祉センター 
６階多目的ホール 
（大月市大月町花咲 10） 

 

13：00～ 
 
 
13：10～ 
 
 
13：40～ 
 
 
 
14：20～ 

開会 司会 「富士・東部地域包括支援センター担当者打

合せ会」の当番（富士吉田市・大月市） 
・挨拶 富士・東部保健福祉事務所長寿介護課 課長 廣瀬
孝ニ 

    長寿社会課 介護保険指導監 守屋まさ子 
 
研修総括コーディネーター：山梨学院大学 竹端寛 氏 
・講義「地域包括ケアシステムと地域ケア会議の推進」 
  講師：山梨県立大学 伊藤健次 氏 
・取り組み事例報告 

都留市地域包括支援センター 天野奥津江 氏 
南アルプス市地域包括支援センター 千野慎一郎 氏 
南アルプス市社会福祉協議会 中澤まゆみ 氏 

・グループ討議 
 
閉会 
 
＊「富士・東部地域包括支援センター担当者打合せ会」に

おいて実施 
＊研修参加者 44名 
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「地域包括ケアシステムと
地域ケア会議の推進」

平成２５年度 地域ケア会議等推進研修会

地域ケア会議等推進研修会共通講義教材（PowerPoint）

1

地域包括ケアとは？
（地域包括支援センター業務マニュアル）

「地域住民が住み慣れた地域で安心して尊厳あるその人らしい生活
を継続することができるように、介護保険制度による公的サービスの
みならず、その他のフォーマルやインフォーマルな多様な社会資源を
本人が利用できるように、包括的および継続的に支援すること」

地域包括ケアシステムとは？
（地域包括ケア研究会による定義 Ｈ21.3）

「ニーズに応じた住宅が提供されることを基本とした上で、生活上
の安全・安心・健康を確保するために、医療や介護のみならず福祉
サービスを含めた様々な生活支援サービスが日常生活に場（日常生活
圏域）で適切に提供できるような地域での体制」

介護保険制度全体を貫く理念とは？
（介護保険法第一章総則）

「高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援」

2

【地域包括ケアの５つの視点による取組み】
地域包括ケアを実現するためには、次の５つの視点での取組みが包括的（利用者のニーズに応じた①～⑤の
適切な組み合わせによるサービス提供）、継続的（入院、退院、在宅復帰を通じて切れ目ないサービス提供）に
行われることが必須。

①医療との連携強化
・２４時間対応の在宅医療、訪問看護やリハビリテーションの充実強化
・介護職員によるたんの吸引などの医療行為の実施

②介護サービスの充実強化
・特養などの介護拠点の緊急整備（平成２１年度補正予算：３年間で１６万人分確保）
・２４時間対応の定期巡回･随時対応サービスの創設など在宅サービスの強化

③予防の推進
・できる限り要介護状態とならないための予防の取組や自立支援型の介護の推進

④見守り、配食、買い物など、多様な生活支援サービスの確保や権利擁護など
・一人暮らし、高齢夫婦のみ世帯の増加、認知症の増加を踏まえ、様々な生活支援（見守り、配食などの生活
支援や財産管理などの権利擁護サービス）サービスを推進

⑤高齢期になっても住み続けることのできる高齢者住まいの整備（国交省と連携）
・一定の基準を満たした有料老人ホームと高専賃を、サービス付高齢者住宅として高齢者住まい法に位置づけ

介護

生活支援 医療

住まい 予防

《日常生活圏域》

医療、介護、予防、住まい、生活支援サービス
が連携した要介護者等への

包括的な支援（地域包括ケア）を推進

地域包括ケアシステムの５つの構成要素

3
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地域包括支援センターの役割

■介護保険法第１１５条の４５第１項

「地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のため
に必要な援助を行うことにより、その保健、医療の
向上及び福祉の増進を包括的に支援すること」

を目的として設置されたのが地域包括支援センター
であり、「地域包括ケア」の中核機関として位置づ
けられている。

※平成１８年４月１日介護保険法の改正に伴い創設さ
れた機関である。

5

１ 少子高齢化
＊本県高齢化率 Ｈ2424.7％→Ｈ3730.3％ ＊生産年齢人口の減少

２ 要介護（支援）認定者の増加

３ 単独・高齢者夫婦世帯の増加

４ 認知症高齢者の増加

＊本県の65歳以上人口の認知症者率 Ｈ229.5％ → Ｈ3712.8％

５ 家族機能の低下

６ 地域の相互扶助の弱体化

７ ニーズの多様化

８ ニーズの変化

なぜ、今、地域包括ケアシステムか？①

私たちを取り巻く状況の変化

6
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無縁社会 孤独死 自殺
認知症 介護殺人 虐待

・・・

個人的な努力、又は、従来の分野別に
整備された公的サービスだけで
対応するのは困難な時代

対応が困難な事例の顕在化！！

7

なぜ、今、地域包括ケアシステムか？②

必要とされる背景

• 高齢者自身の多くは在宅での生活を希望（住み慣れた
地域で暮らし続けたい（ニーズ的側面）

• よりよい支援のためには介護保険等公的サービスだ
けでは不十分（ケアの理念的側面）

• 財政危機という現実（財政的側面）
• 人口減少と少子高齢化（社会的側面）

できる限り元気で、もし病気や要介護状態になっ

ても極力入院入所に至らないようにするための制
度設計が必要

8

山梨県が目指したい地域包括ケアシステム
（「健康長寿やまなしプラン平成24～26年度」に基づく）

「地域で考え、地域で創る、高齢者の暮らし
を支える仕組み（づくり）」

○高齢者一人ひとりの状態やニーズに応じたサー
ビスが地域で適切に提供される

○市町村を中心に、関係機関・団体、他職種にわ
たる関係者、地域住民等、みんなで考え、実践す
る仕組みづくりを支援

9
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“地域包括ケアシステムの構築に向けて”

• 介護保険制度の適正化
• 介護予防（健康づくり）の推進
• 介護、医療、福祉等の関係機関や多職種に
わたる関係者をはじめ、ＮＰＯや地域住民等
との連携・協働による取り組み

• 地域ごとの特性に応じた取り組み
• 地域の課題解決能力（地域力）の向上

目的達成のための手段（手法）として
「地域ケア会議」の活用

10

地域包括支援センターが抱える課題
（Ｈ23年度地域包括支援センター機能強化事業より）

対応が困難な事例の支援に追われる日々・・・

個別の事例への対応にとどまり、その個別の課題を、その個人が住む地

域の課題として考えることができていない（地域の課題とすることや政策提

言につなげていくような仕組みが不十分）

“高齢者等住民が安心して暮らせる地域づくりにつながらない”

「事後対応型」→「事前予防型」へのシフト、
個別課題を地域課題に変換する仕組みとして

「地域ケア会議」の活用

11



96 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



97 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本県における地域ケア会議推進への取り組み

○地域包括ケア推進研究会の開催（平成23年度～）

○地域ケア会議に取り組む市町村等へのアドバイザーの派遣（平成24年度～）
• 平成24年度～ 韮崎市・南アルプス市・中央市・昭和町・南部町・都留市（6市町）
• 平成25年度～ 甲府市・甲斐市・北杜市・市川三郷町・富士吉田市（5市町）
＜アドバイザー＞

• 山梨学院大学法学部 竹端寛先生

• 山梨県立大学人間福祉学部 伊藤健次先生

• 山梨県立大学看護学部地域看護学 望月宗一郎先生

• 山梨県立大学看護学部老年看護学 小山尚美先生

○「地域ケア会議等推進のための手引き～市町村・地域包括支援センターの視
点から～」の作成（平成24年度）

○地域ケア会議の必要性や事業の活用、手引きの理解を深めるため、又取り組
み市町村の状況を共有し合う等を目的とした研修会の開催（平成23年度～）

17
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平成25年度アドバイザー派遣による地域ケア会議への市町支援状況 

■地域ケア会議等推進事業におけるアドバイザー派遣による支援（平成25年度新規） 

市町名 
アドバイ

ザー名 
派遣日 参加者 実施内容 

甲府市 竹端寛 平成25年 

7月19日 

高齢者福祉課・

望月先生・中北・

長寿 

○これまでの地域包括支援センター等による地域課題把握への取組み

と市の地域包括ケア体制構築方針（案）の確認 

○推進上の課題整理 

平成25年 

7月29日 

高齢者福祉課・

中北・長寿 

○市における地域包括ケア体制の構築に向けた課題と今年度取り組み

の検討と共有 

＊評価データを納得できる言語とし（データの言語化→問題点の明確

化）、市と地域包括支援センターとが共有（→共有に基づく地域包括ケア

の推進）できることを目指す 

平成25年 

11月15日 

高齢者福祉課・

中北・長寿 

○地域包括支援センター評価における課題分析報告 

○地域包括ケア体制に向けた関係者・団体への働きかけの状況の報告 

○上記を踏まえて、市の地域包括ケア体制の構築に向けたロードマップ

の検討 

＊地域包括ケア体制づくりについて関係者・団体の理解を得る取り組み

（地域包括支援センターと市職員が組み、地域の自治会長を訪問等）か

ら、地域包括支援センターをバックアップする体制、社協との連携、地域

福祉活動計画への関与の必要性あり。→現場レベル及び計画への位置

づけにより包括と社協をつなぐ（合同研修会開催等）、庁内の関係者の

共通理解を図る 

平成26年 

2月4日 

9カ所の地域包

括支援センター・

高齢者福祉課・

中北・長寿 

○9カ所の委託包括支援センター職員を対象とした研修会 

 講義（地域包括ケアシステムと地域ケア会議）・グループ討議（地域包

括ケアの目指す姿とそのために自分たちの課題等） 

平成26年 

3月4日 

高齢者福祉課・

長寿 

○市の関係課との地域包括ケアシステム構築に向けた共有化を図るた

めの研修会の企画会議 

平成26年 

3月18日 

※市予算実施 

市の保健医療福

祉関係課・中北 

○市の関係課との地域包括ケアシステム構築に向けた共有化を図るた

めの研修会 

  講義とグループ討議 

富士吉

田市 

伊藤 

健次 

平成25年 

7月23日 

地域包括支援セ

ンター・介護保険

担当・社協・富士

東部・長寿 

○Ｈ24年度取組みを踏まえて、地域包括ケアに資する地域ケア会議の

構築に向けた取り組みの提案と検討 

＊今年度はまず、自立支援に向けたケアマネジメント力を高め、地域課

題の発見・解決に関与する介護支援専門員の人材育成と体制づくりに

取り組む（市内介護支援専門員を対象とした全体研修会の開催と困難

事例を検討する地域ケア会議の開催7回予定） 
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平成25年 

9月5日 

市内介護支援専

門員・市及び地

域包括支援セン

ター・社協・富士

東部・長寿 

○地域ケア会議等推進研修会の開催 

「地域包括ケアシステム構築に向けた地域ケア会議のあり方について」 

平成25年 

10月25日 

ケース担当（介

護支援専門員・

サービス事業所・

社協・地域包括

支援センター）・

市内介護支援専

門員・富士東部・

長寿 

○第1回地域ケア会議（困難事例の検討） 

平成25年 

11月29日 

○第2回地域ケア会議（困難事例の検討） 

平成25年 

12月12日 

○第3回地域ケア会議（困難事例の検討） 

平成26年 

1月31日 

○第4回地域ケア会議（困難事例の検討） 

平成26年 

3月11日 

○第5回地域ケア会議（困難事例の検討） 

平成26年 

3月18日 

○第6回地域ケア会議（困難事例の検討） 

甲斐市 伊藤 

健次 

平成25年 

8月7日 

地域包括支援セ

ンター・介護保険

担当・中北・長寿 

○市の地域包括ケアシステムの構築に向けて、現状把握と課題整理、

取り組みの提案と検討 

＊「地域の関係者・団体への働きかけと声の聴取」「地域マップづくり」

「地域包括支援センター職員のスキルアップ」「地域ケア会議の開催」へ

の取組みを相互の連動により行う 

平成25年 

10月2日 

市内主任介護支

援専門員・地域

包括支援センタ

ー・中北・長寿 

○市内主任介護支援専門員連絡協議会において、地域包括ケアシステ

ムの構築に資する介護支援専門員の資質向上や行政との協働体制等

検討 ＊介護支援専門員情報交換会の内容の検討、地区毎の介護支

援専門員の支援 

平成25年 

10月3日 

運協・地域包括

支援センター・介

護保険担当・中

北・長寿 

○第2回甲斐市地域包括支援センター運営協議会において、地域包括

ケアシステムの学習と取組の提案「地域包括ケアシステムと地域ケア会

議の推進」 

平成25年 

10月30日 

市内介護支援専

門員（主任介護

支援専門員含

む）・地域包括支

援センター 

○介護支援専門員情報交換会の開催 

「地域包括ケアシステムにおける介護支援専門員の役割 事例を通して

考える」 

平成26年 

1月17日 

※市予算実施 

主任介護支援専

門員、地域包括

支援センター、長

寿推進課、中北 

○主任ケアマネ連絡協議会 

  ケアマネ情報交換会の企画 

  各地域のケアマネとともに地域ケア会議を考えるための方策の検討 
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平成26年 

2月6日 

※市予算実施 

介護支援専門

員、主任介護支

援専門員、地域

包括支援センタ

ー、中北 

○ケアマネ情報交換会 

  地域課題を考える研修 

平成26年 

3月19日 

※市予算実施 

いきいきサロン

代表者、地域包

括支援センター 

○いきいきサロン代表者と情報交換会 

  地域包括ケアとは 

  いきいきサロンの現状と課題 

平成26年 

3月20日 

地域包括支援セ

ンター・介護保険

担当・中北 

○平成25年度活動の振り返り・評価 

  地域の声を聴取し課題の整理・確認 

  既存サービスの整理、地域マップづくり 

  地域包括支援センター職員のスキルアップ 

市川三

郷町 

望月 

宗一郎 

平成25年 

8月23日 

福祉支援課長・

福祉係・介護係・

包括支援係・峡

南・長寿 

○第1回市川三郷町地域ケア会議を考える会（仮） 

・地域ケア会議とは 

・町の地域ケア会議の現状と課題、今後の方向性の検討 

＊既存の地域ケア会議を踏まえ、これから求められる地域ケア会議の

あり方を明らかにする（既存会議の整理、ビジョンの共有が必要） 

平成25年 

9月26日 

地域包括支援セ

ンター・長寿 

○地域ケア会議を推進するために、地域のニーズの見つめ直し 

○地域のニーズや課題から、地域ケア会議のあり方を再考 

○推進のために、関係課を巻き込む戦略等検討 

平成26年 

2月3日 

福祉支援課長・

福祉係・介護係・

包括支援係・峡

南 

○市川三郷町地域ケア会議を考える会 

・ 高齢者及び障害者虐待防止ネットワーク会議における地域課題の整  

理 

・今後の地域ケア会議を考える会の方向性の確認 

 

 

■その他アドバイザー派遣による支援（平成24年度からの継続等支援） 

市町名 
アドバイ

ザー名 
派遣日 参加者 実施内容 

都留市 伊藤 

健次 

平成25年 

7月11日 

市内介護支援専

門員・地域包括支

援センター 

○介護支援専門員等居宅サービス事業所を対象に、地域包括ケアシス

テム及び地域ケア会議について理解・普及を図るための研修会 

平成25年 

9月19日 

地域包括支援セ

ンター・社協・富士

東部・長寿 

○社協との協働による都留市小地域ケア会議（ふれあい福祉集会）開

催内容の検討 

＊住民の主体性による地域における見守り体制づくり等、地域における

実践活動につなげたい（7地区で開催予定） 

平成25年 

11月14日 

 

地域包括支援セ

ンター・社協・地区

住民・富士東部・

○開地地区における地域ケア会議（ふれあい福祉集会）の開催 



101 
 

平成25年 

11月26日 

長寿 ○三吉地区における地域ケア会議（ふれあい福祉集会）の開催 

平成26年 

3月4日 

○禾生地区における地域ケア会議（ふれあい福祉集会）の開催 

平成26年 

3月11日 

○東桂地区における地域ケア会議（ふれあい福祉集会）の開催 

韮崎市 竹端寛 平成25年 

10月29日 

地域包括支援セ

ンター・介護保険

担当・福祉担当・

社協・長寿 

○Ｈ24年度取組みを踏まえて、地域包括ケアに資する地域ケア会議等

取り組みの提案と検討 

○庁内関係課・者と地域包括ケアシステムについて共通認識を持つた

めの研修会 

＊庁内関係課及び社協、市立病院関係者による学習と協議→推進の

必要性の共有ができ、それぞれの立場での取組み内容が明確化。それ

ぞれの取組み（例えば民生委員との意見交換会の開催、地域福祉計画

の検討等）を次回発表し合えるようにしたい。 

 

北杜市 竹端寛 平成25年 

8月6日 

地域包括支援セ

ンター・介護保険

担当・社協・中北・

長寿 

○これまでの地域ケア会議への取組みにおける課題整理、課題を踏ま

えた今年度の取組みの検討 

＊課題（職員のつまずき）として「個別の地域ケア会議の効果あり、しか

し個別の地域ケア会議から小地域ケア会議につながらない（つなげる方

策が不明確・・・」→住民ベースでの地域ケア会議の実践が必要（専門

職や行政が抱え込んでいないか、思いこんでいないか）、住民及び各部

署と一緒に取組める関係づくりとコーディネート→モデル地区での実践 

 

平成25年 

11月13日 

地域包括支援セ

ンター・介護保険

担当・社協・長寿 

○モデル地域（3地区９での取り組みの経過・報告 

○モデル地域での取組みの成果と課題の整理、これからの地域への関

わりの視点（方向性）の検討 

＊地域に御用聞きに出向いて得られたもの（御用聞きの意味づけ）、同

じ関わりでは成解に結ぶ付けられない地域あり、行政職員の関わり方

を変える必要あり（新住民の立場に立つ等） 

 

平成25年 

12月3日 

※市予算実施 

市内新旧民生委

員・地域包括支援

センター・福祉担

当・長寿 

○民生委員・児童委員研修会において、地域包括ケアシステムの必要

性と民生委員等役割を考える講義 

「だれもが北杜市で安心して暮らせるまちづくり～民生委員・児童委員

の役割～」 

 

平成26年 

3月17日 

 ○地域ケア会議の本年度開催状況の報告と考察、今後の取り組みに

ついて協議 
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中央市 望月 

宗一郎 

平成25年 

7月26日 

地域包括支援セ

ンター・介護保険

担当・福祉担当・

健康増進担当・社

協・中北・長寿 

○Ｈ24年度取組みを踏まえて、地域包括ケアに資する地域ケア会議等

取り組みの提案と検討 

＊昨年度検討共有したビジョンを実現するために市では地域ケア会議

を具体的にどう実践するか協議→地域に出向いての地域ケア会議の実

践、地域ケア会議への取組みを運営協議会で提案（理解と協働の中で

推進したい） 

平成25年 

7月31日 

運協・地域包括支

援センター・介護

保険担当・福祉担

当・中北・長寿 

○第1回中央市地域包括支援センター運営協議会において、地域包括

ケアシステムの学習と取組の提案、意見交換 

「地域包括ケアシステムへの取組みについて」 

＊地域の状況を考えるその推進は困難性もあるが、反面大切なこと、

地域で求められていることと思う 

平成25年 

12月19日 

地域包括支援セ

ンター・介護保険

担当・福祉担当・

健康増進担当・社

協・長寿 

○3地区での小地域ケア会議の実践報告とこれからの取り組みの検討 

＊各地区での成果あり、かかわりの分析、継続開催に向けた検討 

平成26年 

3月27日 

○本年度の取り組みの報告・評価と来年度に向けての方向性の検討 

＊市の地域ケア会議の体系図が描けてきた。各会議等充実・継続とつ

ながりの強化を目指す 

昭和町 竹端寛 平成26年 

1月14日 

地域包括支援セ

ンター・介護保険

担当・福祉担当・

健康増進担当・社

協・中北・長寿 

○地域ケア会議の開催状況の報告と今後の取り組みの方向性の検討 

＊庁内関係課による地域ケア会議の積み上げによる成果・課題の整

理、地区への働きかけについて検討 

南部町 望月 

宗一郎 

平成25年 

11月22日 

地域包括支援セ

ンター・介護保険

担当 

○Ｈ24年度取組みを踏まえて、地域包括ケアに資する地域ケア会議等

取り組みの提案と検討 

＊昨年度取組み踏まえて次期介護保険事業計画に向けた住民ニーズ

の把握（ニーズ調査項目の検討）、地域における地域ケア会議の開催 

平成26年 

1月14日 

地域包括支援セ

ンター・介護保険

担当 

○ニーズ調査項目等検討及び住民ニーズに基づく地域ケア会議の検

討 

峡南保

健福祉

事務所 

竹端寛 平成25年 

11月19日 

峡南5町社協・県

社協・竹端先生・

峡南・長寿 

○峡南地域の社会福祉協議会職員を対象とした地域ケア会議等推進

研修会 

「社協が地域包括ケアシステムに本気で関わるために」 

 

 

 

 

 

 

 

 



103 
 

 

地域ケア会議関係の介護保険改正案等資料 

厚生労働省老健局資料より 

・平成26年2月「介護保険制度の改正案について」 

・平成26年3月「地域包括ケアの実現に向けた 地域ケア会議実践事例集 

～地域の特色を活かした実践のために～」 
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【順不同・敬称略】

職名 氏名

社会福祉士 浅川　慶子

副保健師 名取　ゆりか

峡東圏域 笛吹市地域包括支援センター 主幹保健師 志田　奈津子

峡南圏域 係長 渡邉　まゆみ

主幹 大石　貞美

主任保健師 天野　奥津江

山梨県社会福祉協議会 事務次長・福祉振興課長 中村　寛敏　　

南アルプス市社会福祉協議会 地域福祉課課長 中澤　まゆみ

都留市社会福祉協議会 福祉活動専門員 森嶋　美子

理事（介護支援専門員） 茂木　そのみ

しらゆり居宅介護支援事業所
在宅管理部長（主任介護支援専
門員）

鈴木　伸治

貢川訪問看護ステーション 所長（訪問看護師） 雨宮　きよ子

株式会社斬新社 代表取締役（作業療法士） 久保田　好正　

韮崎市立病院 医療ソーシャルワーカー 内藤　亮　

山梨学院大学法学部政治行政学科 准教授 竹端　寛

講師 伊藤　健次

山梨県立大学看護学部地域看護学 講師 望月　宗一郎

中北保健福祉事務所 副主査 橋爪　亜紀子

峡東保健福祉事務所 技師 石原　布巳

峡南保健福祉事務所 副主査 小坪　真由美

富士・東部保健福祉事務所 主査 小林　由紀子

介護保険指導監 守屋　まさ子

課長補佐 植村　武彦

主幹 貫井　信幸

主査 上田　美穂

地域包括ケア推進研究会メンバー名簿（平成25年度）

中央市地域包括支援センター

社会福祉協議会関係

県関係

長寿社会課

区分

市川三郷町地域包括支援センター

地域で地域ケア会議に関
わる専門職

市町村・地域
包括支援セ
ンター関係

都留市地域包括支援センター

所属

北杜市地域包括支援センター

地域福祉等に関する有識
者

富士吉田市地域包括支援センター
富士・東部
圏域

山梨県介護支援専門員協会
（居宅介護支援事業所　貴和）

中北圏域

山梨県立大学人間福祉学部福祉コミュ
ニティー学科


